
尼崎市経済環境局環境部 

産業廃棄物対策担当 宛 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書等提出シート 

下記1の書類について、別添のとおり提田します。 

記 

1 提出書類 

く該当を選択＞ 

ロ産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 部） 

ロ産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF ・書類 部） 

1部） 

・書類 部） 

■特別管理産業廃棄物処理計画書（画・書類 

ロ特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書(PDF

2 提出者 

（住所） 〒660一0813 

兵庫県尼崎市杭瀬寺鳥2丁目1番3号 

（名称・代表者氏名） 

Pharmira 株式会社 尼崎事業所 

事業所長 廣門典昭 

3 対象事業場 

（所在地）〒660-0813 
兵庫県尼崎市杭瀬寺島2丁目1番3号 

（名称） 

Pharmira 株式会社 尼崎事業所 

（事業場コード）200263 

4 事業場デー タ 

（業種コード（4 桁）) 1651, 1652 

（業種名）医薬品原薬製造業,医薬品製剤製造業 

（フレーム：製造業は製品出荷額、その他は従業員数） 

32人 

0 担当者 

（所属）シオノギビジネスパートナ一株式会社 

（氏名）田仁 智貴 

（電話）06・6401・4407 (FAX) 06・6488・8996 

(E・mail) tomoki.tani@shionoい.co.jp 

（その他事業所） 

本用紙は、廃葉物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係） 

（第1 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 6 月 23 日 

尼崎市長 殿 

提出者 

住所 兵庫県尼崎市杭瀬寺島2丁日1番3号 

Pharmira株式会社 
氏名 尼崎事業所 

事業所長 廣門 典昭 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 06-6401-4407 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の 
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 Pharm ira株式会社 尼崎事業所 

事 業 場 の 所 在 地 兵庫県尼崎市杭瀬寺島2丁目1番3号 

計 画 期 間 令和h年4月1日～令和6年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 医薬品原薬製造業（1651) ，医薬品製剤製造業（1652) 

②事業の規模 

③従業員数 32人（令和a年6月時点） 

④特別管理産業廃棄物 
の一連の処理の工程 

別紙のとおり 



（第2面） 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙の通り 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 

①現状 

排出量 t 

（これまでに実施した取組） 

フラスコ実験で溶媒使用量の最適化実験をおこなっているが治験薬製造 
量により増減する。 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

排出量 
別紙の通り 

I 
t 

（今後実施する予定の取組） 

フラスコ実験で溶媒使用量の最適化実験をおこなっていく。 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

廃油および感染性廃棄物はそれぞれ別の保管場所を設置し、各部署から 
の廃棄物は事業所内の廃棄物管理業者に分別を委託している。 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

現状以上に分別はできない。 

②計画 



（第3面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 I 年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 

~ 
t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

国ら再生利用を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 

t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4 年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 
I 

自ら熱同収を行った 
特別管理産業廃棄物の量 

白ら中間処理によl’減最した 
特別管理産業廃葉物の量 

別紙の通り t 

t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種驚 

自ら執回収を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

昌ら中間処理により減量する 
特別管理産業廃棄物lD 量 

別紙の通り t 

t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 



（第4面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

【前年度（令和 'l 年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 

①現状 

自ら埋立処分を行った 
特別管理産業廃棄物の最 t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分を行う 
特別管理産業廃棄物の量 

別紙の通り 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類 

全処理委託量 

別紙の通り 

t t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 
t t 

（これまでに実施した取組） 

可能な限り再資源化可能な処理業者への排出をおこない、廃棄物の再資 

源化向上を推進してきた。 



【目標】 

特別管理産業廃棄物の種類 

別紙の通り 
全処理委託量 f 

し 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

1
L
 t 

（今後実施する予定の取組） 

可能な限り、再資源化可能な処理業者への排出をおこない、廃棄物の再 
資源化率向上を推進する。 

電子情報処理組織の使 
用に関する事項 

【前年度（令和4年度）実績】 

特別管理産業廃棄物 
排 出 量 

（ボリ塩化ビ’フエ二ル廃棄物を除く。 ） 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 
I 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以”ドに従って記入すること。 
(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完 

成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模 
が分かるような前年度の実績を記入すること。 
(3)④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了 

するまでの一一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類 
ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産業廃棄 
物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記 

人すること。 

5 「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類 
ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物に該 
当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。 

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごと 
に、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関 
する法律施行令第6条の14第2 号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認 
定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者） 
である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量 
（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第2条の4第5号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。） 
を記入すること。その難が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する取組 
等（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第8 
条の31の4に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。 

8 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとお 
り」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃棄物 
の種類が3以上あるときは、前年度実績及び国標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入す 
べき内容を記人した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、 
「―」を記入すること。 

9 ※欄は記入しないこと。 



別紙 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

治験薬製造工程フ口ー図 

機器洗浄溶媒 機器洗浄溶媒 

水 水 機器洗浄溶媒 機器洗浄溶媒 機器洗浄溶媒 

原料 

機器洗浄液⑤ 機器洗浄液⑥ 

1 

製剤（注射剤）製造工程フ口ー図 

測定要溶媒 

↓ 
試験前フィルター 

蒸留留液② 分離液③ 乾燥留液④ 

V V V 
機器洗浄液⑦ 機器洗浄液⑧ 機器洗浄液⑨ 

フィルター完全性試験 → 試験済フィルター 

製品 



別紙 

製品検査工程フ口ー図 

原料の入荷、医薬品の製造 

受入試験、出荷試験 

化学試験 

検体から目的成分の抽出・溶解・希釈 

による試料溶液の調製 

液体クロマトグラフ分析 

試験成績 

研究・実験工程フ口ー図 

液体クロマトグラフ 

標準溶液 

移動層残分 

インジェクター（試料挿入） 

分析力ラム 

記録計 

↑ 
（試料分離） 

検出器 

分析溶媒 



別紙 

廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

↓

混練 ①廃油 ※特管（引火廃油）含む 

↓ 
セメント原燃料 

①廃油（塩基性廃油を除く） 

収集運搬委託く松田産業株>→中間処理（混練）＜エス・エヌ・ケー・テクノ株式会社＞ 

→セメント会ネ，l：への原料、燃料として販売、または最終処分として委託 

廃棄物 

↓ 
焼却 」①廃油②廃酸③廃アルカリ ※特管含む 

l 
製鉄原料 

非鉄金属資源化 

セメント鉄源 

①廃油（塩基性廃油） ②廃酸 ●廃アルカリ 

収集運搬委託＜松田産業株＞→中間処理（混練）＜光和精鉱株式会社＞ 

→製鉄原料の高炉用へいレ外として利用 

→回収非鉄金属は精錬原料として資源化 

→セメ外向け鉄源として利用 



別紙 

廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

社 長 

←～~~ 

ーー→ 事業所各部署 

く行政＞＜処理業者＞ 

報告・契約等 

特別管理産業廃棄物管理責任名 

:1

:: 

シオノギビジネスパートナーEHS事業部 

＜廃棄物管理＞ 

【分担】 

特別産業廃棄物管理責任者 

統合的な廃棄物減量計画の立案 

事業所内の廃棄物処理計画等の策定、行政への報告 

処理委託業者の選択、廃棄物処理委託契約等手続き、引渡し、適正処理の確認 

事業所内の分別確読に 各部署への指導監督 

シオノギ総合サービス EHSグループ 

処理委託業者の調査、廃棄物処理委託契約等準備、引渡し、適正処理の確認 

廃棄物処理計画資料作成、行政への報告資料作成、特別産業廃棄物管理責任者の 

補助 

他の全部署 

部署内の発生産業廃棄物の発生量削減、分別、場内一次保管場所への運搬 

部署内スタッフへの分別方法等の徹底 



別紙 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

〇 現状 前年度（2022年度）実績 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ （有害） 

排出量（t) 54. 11 0. 615 1. 54 

〇 計画 目標（2022年度と同レベルの計画） 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ（有害） 

排出量（t) 54 0. 6 L5 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

〇 現状 前年度（2021年度）実績 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ （有害） 

自ら再生利用を 

行った量（t) 0 0 0 

〇 計画 目標 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ（有害） 

自ら再生利用を 

行う量（t) 0 0 0 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

〇 現状 前年度（2021年度）実績 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ（有害） 

自ら熱回収を 

行った量（t) 
0 0 0 

自ら中間処理により減量 

した量（t) 0 0 0 

〇 計画 目標 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ（有害） 

自ら熱回収を行う量（t) 0 0 0 
自ら中間処理により 

減量する量（t) 
0 0 0 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

〇 現状 前年度（2021年度）実績 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ （有害） 

自ら埋立処分又は海洋投 

入処分を行った量（t) 0 0 0 

〇 計画 目標 

特別管理産業 

廃棄物の種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ（有害） 

自ら埋立処分又は海洋投 

入処分を行う量（t) 
0 0 0 



別紙 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

〇 現状 前年度（2022年度）実績 

産業廃棄物の 

種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ （有害） 

全処理委託量 

(t) 
54. 11 0. 615 1. 54 

優良認定処理事 

業所への処理委 

託量（t) 

54. 11 0. 615 1. 54 

再生利用業者へ 

の処理委託量 

(t) 

32. 37 0. 0615 0. 154 

認定熱回収業者 

0 0 0 への処理委託量 

(t) 

認定熱回収業者 

以外の熱回収を 

行う業者への処 

理委託量（t) 

21. 74 0 0 

〇 計画 目標（2022年度と同レベルの計画） 

産業廃棄物の 

種類 
7000 引火性廃油 7424 廃酸（有害） 7428 廃アルカリ （有害） 

全処理委託量 

(t) 
54 0.6 L5 

優良認定処理事 

業所への処理委 

託量（t) 
54 0. 6 1. 5 

再生利用業者へ 

の処理委託量（t) 32 0.06 0. 15 

認定熱回収業者 

への処理委託量 

(t) 

0 0 0 

認定熱回収業者 

以外の熱回収を 

行う業者への処 

理委託量（t) 

22 0 0 

以 上 


